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本日の内容本日の内容本日の内容本日の内容

①① 再商品化事業者の役割再商品化事業者の役割①① 再商品化事業者の役割再商品化事業者の役割

②② 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状

③③ きちんとリサイクルするとお金がかかるきちんとリサイクルするとお金がかかる

④④ 短期的要望（平成２２年度入札に向けて）短期的要望（平成２２年度入札に向けて）④④ 短期的要望（平成２２年度入札に向けて）短期的要望（平成２２年度入札に向けて）

⑤⑤ 中長期的要望中長期的要望
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(1)(1) 再商品化事業者の役割再商品化事業者の役割(1)(1) 再商品化事業者の役割再商品化事業者の役割
【【指定法人（容リ協）指定法人（容リ協）】】 容リ法に容リ法に

おけるおける特定事業者から再商品化委託を特定事業者から再商品化委託を
受け、再商品化事業者に再商品受け、再商品化事業者に再商品
化業務を委託。化業務を委託。

おけるおける
役割分担役割分担

（出典：容リ協ＨＰ）

化業務を委託。化業務を委託。
委託業務の履行を確認する責務委託業務の履行を確認する責務
を負う。を負う。

【【再商品化事業者再商品化事業者】】
容リ協からの委託業務を履行す容リ協からの委託業務を履行す容リ協からの委託業務を履行す容リ協からの委託業務を履行す
る責務を負う。る責務を負う。

【【再商品化事業者再商品化事業者】】

容リ協からの委託を受け、容リ協からの委託を受け、
特定事業者に代わって特定事業者に代わって

競争入札競争入札
委託費用の委託費用の

支払い支払い委託契約委託契約

【【再商品化事業者再商品化事業者】】
指定法人（容器包装リサイクル協会）の委託指定法人（容器包装リサイクル協会）の委託

を受け、再商品化業務を行う。を受け、再商品化業務を行う。

特定事業者に代わって特定事業者に代わって
再商品化義務を果たす再商品化義務を果たす
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(2)(2) 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状(2)(2) 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状

①①材料リサイクル業者は中小企業が多い材料リサイクル業者は中小企業が多い

・・ 従来、廃棄物処理は地域分散型の従来、廃棄物処理は地域分散型の
ローカルな事業活動として、ローカルな事業活動として、
地方自治体や中小企業が担ってきた地方自治体や中小企業が担ってきた地方自治体や中小企業が担ってきた。地方自治体や中小企業が担ってきた。

・・ 廃棄物の適正処理の延長として、廃棄物の適正処理の延長として、
各種のリサイクルに発展してきた各種のリサイクルに発展してきた各種のリサイクルに発展してきた。各種のリサイクルに発展してきた。
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会社概要会社概要会社概要会社概要

社社 名名 ：： 福井環境事業株式会社福井環境事業株式会社社社 名名 ：： 福井環境事業株式会社福井環境事業株式会社

創創 立立 ：： 19501950年年33月月

資本金資本金 2 4002 400万円万円
再商品化ライン再商品化ライン 適合化ライン適合化ライン

資本金資本金 ：： 2,4002,400万円万円

従業員数従業員数 ：： 230230名名

事業内容事業内容 ：： 一般廃棄物の収集運搬・中間処理・リサイクル一般廃棄物の収集運搬・中間処理・リサイクル
19501950年年 一般廃棄物（し尿汲取）開始一般廃棄物（し尿汲取）開始

19641964年年 一般廃棄物（ごみ）の収集運搬事業開始一般廃棄物（ごみ）の収集運搬事業開始19641964年年 一般廃棄物（ごみ）の収集運搬事業開始一般廃棄物（ごみ）の収集運搬事業開始

19991999年年 ペットボトルのリサイクル開始ペットボトルのリサイクル開始

20002000年年 生ごみリサイクル開始生ごみリサイクル開始

20032003年年 二日市リサイクルセンター操業開始（適合化・再商品化）二日市リサイクルセンター操業開始（適合化・再商品化）

20082008年年 「循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰」受賞「循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰」受賞
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(2)(2) 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状(2)(2) 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状

②② 中小企業としての努力中小企業としての努力（（1/21/2））②② 中小企業としての努力中小企業としての努力（（1/21/2））
・・ 落札単価はＭＲ優先枠の中で下がっている。落札単価はＭＲ優先枠の中で下がっている。

・・ 現状は過当競争であり、原価割れでも落札しようと現状は過当競争であり、原価割れでも落札しようと
する業者が現れているする業者が現れているする業者が現れている。する業者が現れている。

優先枠ＭＲ平均落札単価：優先枠ＭＲ平均落札単価：優先枠ＭＲ平均落札単価：優先枠ＭＲ平均落札単価：
ＨＨ2020年度年度83,70883,708円円//ｔｔ →→ ＨＨ2121年度年度80,61980,619円円//ｔｔ

（▲（▲3.73.7％）％）
非優先枠ＭＲ平均落札単価：非優先枠ＭＲ平均落札単価：

ＨＨ2020年度年度52,36952,369円円//ｔｔ →→ ＨＨ2121年度年度53,35553,355円円//ｔｔ
（＋（＋1 91 9％）％）（＋（＋1.91.9％）％）
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(2)(2) 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状(2)(2) 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状

②② 中小企業としての努力中小企業としての努力（（2/22/2））②② 中小企業としての努力中小企業としての努力（（2/22/2））
・・ 材料リサイクル材料リサイクル11事業者当りの事業者当りの落札金額落札金額とと落札量落札量はは

他手法と比べて他手法と比べて小さい小さい （下表）（下表）他手法と比べて他手法と比べて小さい小さい。（下表）。（下表）

・・ 一般論として、ローカルで規模の小さい事業活動は一般論として、ローカルで規模の小さい事業活動は
スケールメリットが出しにくい。スケールメリットが出しにくい。 （参考）平成（参考）平成2121年度の落札結果より年度の落札結果より

再商品化手法再商品化手法
落札落札

事業者数事業者数

落札金額落札金額 落札件数落札件数 落札量落札量

再商品化手法再商品化手法 事業者数事業者数
（事業者）（事業者）

合計合計
（千円）（千円）

11事業者平均事業者平均
（千円（千円//事業者）事業者）

合計合計
（件）（件）

11事業者平均事業者平均
（件（件//事業者）事業者）

合計合計
（トン）（トン）

11事業者平均事業者平均
（トン（トン//事業者）事業者）

材料リサイクル材料リサイクル 6969 29,893,00829,893,008 433,232433,232 541541 7.87.8 384,598384,598 5,5745,574

油化油化 11 860,245860,245 860,245860,245 1717 17.017.0 14,00014,000 14,00014,000

高炉還元剤製造高炉還元剤製造 11 1,407,7401,407,740 1,407,7401,407,740 66 6.06.0 38,11038,110 38,11038,110

コークス炉コークス炉
22 7 484 1807 484 180 3 742 0903 742 090 178178 89 089 0 165 090165 090 82 54582 545

化学原料化化学原料化
22 7,484,1807,484,180 3,742,0903,742,090 178178 89.089.0 165,090165,090 82,54582,545

ガス化ガス化 44 3,006,3963,006,396 751,599751,599 3636 9.09.0 77,22577,225 19,30619,306

合計／平均合計／平均 7777 42,651,56942,651,569 553,916553,916 778778 10.110.1 679,023679,023 8,8188,818
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(2)(2) 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状(2)(2) 材料リサイクル業者の現状材料リサイクル業者の現状

③③ 政策的誘導（材料リサイクル優先）政策的誘導（材料リサイクル優先）
により飛躍的に参加者が増えたにより飛躍的に参加者が増えたにより飛躍的に参加者が増えた。により飛躍的に参加者が増えた。

・・ 材料リサイクル事業者を増やし、再商品材料リサイクル事業者を増やし、再商品
化の受け皿を確保する段階は終えた。化の受け皿を確保する段階は終えた。

・・ 今後は材料リサイクル優先としながら、今後は材料リサイクル優先としながら、
再商品化（材料リサイクル）の再商品化（材料リサイクル）の
質的向上質的向上とと事業者育成事業者育成に注力する段階に注力する段階質的向上質的向上とと事業者育成事業者育成に注力する段階。に注力する段階。
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(3)(3) きちんとリサイクルするとお金がかかるきちんとリサイクルするとお金がかかる(3)(3) きちんとリサイクルするとお金がかかるきちんとリサイクルするとお金がかかる
施設の改善と成果（二日市リサイクルセンターでの実例）施設の改善と成果（二日市リサイクルセンターでの実例）

改善内容 目 的 成 果

手選別ラインの延長手選別ラインの延長 異物除去異物除去

光学選別機２台増設光学選別機２台増設 異物除去 樹脂選別異物除去 樹脂選別

処理能力増加（約４倍約４倍）
主成分増（90→9595％以上％以上）光学選別機２台増設光学選別機２台増設 異物除去、樹脂選別異物除去、樹脂選別

遠心分離機の追加（１台）遠心分離機の追加（１台） PVC, PVDCPVC, PVDC除去除去

破砕～造粒ラインの増設破砕～造粒ラインの増設 施設能力増強施設能力増強

主成分増（90 9595％以上％以上）
塩素分減（0.5→0.20.2％以下％以下）
水分減（3.0→0.40.4％以下％以下）
収率5050％維持％維持破砕 造粒ラインの増設破砕 造粒ラインの増設 施設能力増強施設能力増強

ペレタイザー２台増設ペレタイザー２台増設 施設能力増強施設能力増強

稼働時間を稼働時間を2424時間化時間化 施設能力増強施設能力増強

品質向上により
パレット重量減少
（25kg/枚→15kg/15kg/枚枚）

増設費用増設費用 ６．９億円６．９億円
運転経費運転経費 ２ ２億円２ ２億円//年年

約２万円約２万円//ｔに相当ｔに相当

実際には作業員の熟練、ライン構成の組み換えなどにより実際には作業員の熟練、ライン構成の組み換えなどにより

運転経費運転経費 ２．２億円２．２億円//年年

生産性を向上させて処理単価を低減している生産性を向上させて処理単価を低減している
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(3)(3) きちんとリサイクルするとお金がかかるきちんとリサイクルするとお金がかかる(3)(3) きちんとリサイクルするとお金がかかるきちんとリサイクルするとお金がかかる

品質の向上（二日市リサイクルセンターでの実例）品質の向上（二日市リサイクルセンターでの実例）

項 目 実績値
（平成20年度） 3.0% 3.0%3.0%

3.5%

塩素分

水分（平成20年度）

塩 素 分 0.190.19％，％，0.110.11％％

主 成 分 96.596.5％，％，97.197.1％％

3.0% 3.0%

2.5%2.5%

3.0% 水分

水 分 0.390.39％％ 2.0%

1.0%1.0%

1.5%(参考）

項 目 登録基準 優先基準

塩素分 0 6％以下 0 3％以下

0 2%

0.5%
0.4%

0.5% 0.4% 0.4% 0.4%
0 3%

0.5%

塩素分 0.6％以下 0.3％以下

主成分 85％以上 90.0％以上

水 分 3％以下 1 0％以下 0.2%0.4% 0.3%
0.0%

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

水 分 3％以下 1.0％以下
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(4)(4) 短期的要望短期的要望
（平成２２年度入札に向けて）（平成２２年度入札に向けて）

ＭＲとＣＲの落札可能比率を平成２１年度
基準の再商品化能力比率とする１１ 基準の再商品化能力比率とする１１

２２ 再商品化事業者の検査を従来よりもさらに
公正かつ厳格に行う公正かつ厳格に行う

３３ 新規申請の登録審査を従来よりもさらに
強化し、登録条件を厳正に確認する
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(5)(5) 中長期的要望中長期的要望

１１

(5)(5) 中長期的要望中長期的要望

回収率向上のための研究開発・支援回収率向上のための研究開発・支援
１１

回収率向上のための研究開発 支援回収率向上のための研究開発 支援
・容リプラが他の分別ごみに混入している？（実態調査必要）・容リプラが他の分別ごみに混入している？（実態調査必要）
・「プラスチックごみの混合回収リサイクル」の可能性・「プラスチックごみの混合回収リサイクル」の可能性

２２
カスケード方式によるＭＲ・ＣＲ・ＴＲの共存カスケード方式によるＭＲ・ＣＲ・ＴＲの共存

・容器包装リサイクルシステム全体の利用率が向上・容器包装リサイクルシステム全体の利用率が向上２２
・調査・研究（技術面、経済面）が必要

収率向上のため上流側からの工夫
３３

収率向上のため上流側からの工夫
・複合材から単一素材への変更
・分解しやすい製品 ・分かりやすい表記

４４
再商品化製品の利用率の向上と安定再商品化製品の利用率の向上と安定

買取機構による再商品化製品の供給安定化買取機構による再商品化製品の供給安定化４４ ・買取機構による再商品化製品の供給安定化・買取機構による再商品化製品の供給安定化
・再商品化製品の用途開発・再商品化製品の用途開発



12

(5)(5) 中長期的要望中長期的要望(5)(5) 中長期的要望中長期的要望
高品質で利用量が多い利用方法の開発高品質で利用量が多い利用方法の開発

パレットや再生樹脂などは品質向上により製品寿命の長期化、バージン代替率の向上パレットや再生樹脂などは品質向上により製品寿命の長期化、バージン代替率の向上

発展領域発展領域

多い多い再商品化製品の利用量再商品化製品の利用量

レットや再生樹脂などは品質向 により製品寿命の長期化、 ジン代替率の向レットや再生樹脂などは品質向 により製品寿命の長期化、 ジン代替率の向

発展領域発展領域

パレットパレット

新規開発領域新規開発領域低品質低品質 固形燃料固形燃料

再生樹脂再生樹脂

高品質高品質

棒・杭・擬木棒・杭・擬木 再商品化製品の再商品化製品の
要求品質要求品質

再商品化製品の再商品化製品の
要求品質要求品質

土木建築用資材土木建築用資材

プラスチック板プラスチック板
工業用部品工業用部品
園芸農業用資材園芸農業用資材
日用雑貨品日用雑貨品

再商品化製品の要求品質と再商品化製品の要求品質と
利用量の関係（概念図）利用量の関係（概念図）

少ない少ない再商品化製品の利用量再商品化製品の利用量

日用雑貨品日用雑貨品
電力電力・・通信用資材通信用資材

利用量の関係（概念図）利用量の関係（概念図）


